
【注意事項】

章 項 提案項目 提案内容

1章 提案するシステムの全体像について、イメージ図等を用い具体的かつ明瞭に記述すること

1.1 本業務の目的と成功のポイント
・本業務の目的を明確に把握し、その目的の実現に向けた提案を行うこと
・本業務の成功におけるポイントを把握し、適切な対応策を提案すること

1.2 提案者企業情報

・過去３年間における自治体等への導入実績を記載すること。その際、本業務に関する窓口
DXSaaSとしての実績が明確に判別できるよう分類して記載すること（令和8年度以降に稼働予定
のものを含む）
・再委託等複数企業体での提案の場合、企業構成・役割分担等を明確に示すこと

2章
プロジェクト管理の考え方、具体的な手法を示し、長期に亘るプロジェクト運営に耐えられる提
案を行うこと

2.1 プロジェクト管理基本方針 ・長期的な視点から、本業務のプロジェクト管理全体の基本方針を示すこと

2.2 プロジェクト管理手法
・本業務に対し、プロジェクト指標を定め、統一管理できる手法を示すこと
・本業務の工程の特徴を把握した具体的な手法を示すこと

2.3 プロジェクト実施体制

・本業務の実施体制を、実績（経歴）・資格・責任とともに示すこと
（再委託事業者がある場合はそれぞれの企業に関しても同様とする）
・本業務の実施体制を、構築工程・保守運用工程にそれぞれ分け、役割と実施場所を明確に示す
こと
（運用・保守工程の体制に関しては、運用・保守・監視・ヘルプデスクそれぞれの拠点・体制、
及び業務内容が明確にされていること）

2.4 プロジェクト実施計画

・本業務の工程の特徴を踏まえたプロジェクトの実施作業を明確に示すこと
・本業務の契約から業務終了に亘る計画を示すこと
・本事業の全体スケジュールの詳細を具体的に示すこと
・繁忙期などを考慮したスケジュールとし、当市職員の負担軽減方策を具体的に示すこと

3章
提案システム（窓口支援システム）に関する事業者としての方針、品質維持と向上に関する考え
方を明確に示し、当市にとって有効な提案を行うこと

3.1 システムの特徴 ・製品の概要や代表的な機能、特徴を記載すること。

3.2 システムの適用方針
・提案するシステムの適用方針を具体的に示すこと
・提案システムを活用した全体最適化に向けた考え方を示すこと
・他自治体などの最新事例をもとに有益な提案を示すこと

3.3 システムの構成
・提案を実現するためのシステムの全体構成を図示の上、具体的に記載すること。
・調達する機器（要件定義に定めのない独自で提案する機器を含む。）やRPAソフトウェアの仕
様・特徴等を明示すること

3.4 事務フロー

・窓口での受付開始から、対象市民の特定、申請届出書作成、必要手続の自動判定・案内、RPA
との連携までの一連の事務フローについて、職員側の目線で分かりやすく記載すること。なお、
システムの操作性、画面構成、画面遷移等の説明は、実機デモンストレーションの中で行う場合
は記載しなくてもよい。

3.5 事業効果
・来庁者の利便性の向上及び職員の業務効率化を図る上で、導入により期待できる効果について
具体的に記載すること。

3.6 基幹系業務システムとの連携
・当市の基幹系業務システムのデータ（住民記録データ、各種資格情報等）を書かない窓口シス
テム側で参照する仕組、方法について、具体的に記載すること。また、自動連携を行うデータに
ついて連携周期の考え方について、想定案を記載すること。

3.7 可用性
・電源障害や自然災害等に対して、システムの可用性（稼働率）を高く維持するための具体的な
対策について記載すること。

3.8 システムのバージョンアップ対応方針・バージョンアップに関する基本方針を示すこと（バージョンアップ情報提供方法等）

4章 システム構築全般に対する構築方針を明確に示し、当市にとって有効な提案を行うこと

4.1 コンサルテーション業務
・新システム導入に係る庁内検討における提案、助言及び運用の見直しに係る具体的提案を示す
こと

・提案項目における全ての項目は必須として記入すべきものであり、これらの項目において記入がないなどの場合は、
　その項目は0点になるため記入には十分留意すること。
・説明は文章をもって行い、図等はその補助として用いること。図のみの説明は認めない。
・記載された内容は、評価基準に基づき評価を行うこととする。

企画提案書記載項目

　企画提案書の作成にあたって、以下に示す各章・項の構成に則って作成すること

全体像

プロジェクト管理

システム構築全般

業務システム（窓口支援システム）



章 項 提案項目 提案内容

4.2 セキュリティ

・情報資産の取り扱いについて、セキュリティインシデントが発生しない対策を示すこと
・継続的なセキュリティ向上に関する取り組みを示すこと
・システムへのアクセス制御やアクセスログの取得、個人情報の取り扱いに関すること等、セ
キュリティ対策について、具体的に記載すること。

5章
調達システム構築における基本方針やコンセプトを明確に示し、当市にとって有効な提案を行う
こと

5.1 構築工程全体の方針と体制
・システム構築における全体の基本方針やコンセプトを示すこと
・特に重要視するべきポイント等に対する提案を行うこと

5.2 要件定義の方針

・システム管理者、システム利用者、事業者の役割を具体的に示すこと
・当市の負担軽減に関する提案を示すこと
・要件定義に対する考え方や具体的な手法、進め方を示すこと
・要件定義の手法について実機を利用するなどの工夫を示すこと

5.3 RPA利用環境の整備およびシナリオ構築

・当市の基幹系業務システムへの入力作業等を自動化するRPAの利用環境整備（ライセンス調
達、シナリオ作成等）を行うこと
・対象業務の特性を理解し、処理の正確性および効率性を十分に確保したシナリオを作成するこ
と
・シナリオ作成にあたっては、職員の作業負担軽減および業務時間の短縮効果が最大限発揮され
るよう設計・実装すること
・適切なシナリオ構築のため、業務担当職員へのヒアリングを十分に行うとともに、必要に応じ
て基幹系業務システムの運用保守業者と緊密な連携を図ること。
・職員からの技術的な問い合わせに対するサポート体制の提供内容を明記すること

5.4 成果物 ・構築工程における成果物を具体的に示すこと

6章
調達システム運用・保守における基本方針やコンセプト、また運用、保守、業務支援の範囲を明
確に示し、当市にとって有効な提案を行うこと

6.1 運用・保守工程全体の方針
・システム初期稼働時のサポートについての詳細を具体的に示すこと
・システム運用、監視業務における全体の基本方針を示すこと

6.2 障害対応の考え方
・障害対応の考え方を示し、職員への対応に関する有効な提案を行うこと
・障害対応体制と機能、役割、障害対応フローを具体的に示すこと

6.3 問合せ対応
・適切なシステム運用のためのシステム管理者からの問合せについて対応方針を具体的に示すこ
と
・システム利用者からの問合せについて対応方針を具体的に示すこと

6.4 対象業務拡張に向けた伴走支援
・対象業務を拡大する際に、窓口DXSaaSに搭載する業務を拡張するための情報提供（フォーマッ
ト提供・事例共有等）、助言などを想定している。具体的にどのような支援が可能か記載の上、
作業に際しての市の役割について掲示すること。

7章 職員研修の内容と効果的な研修実現の具体的な手法を示し、当市にとって有効な提案を行うこと

7.1 研修に対する考え方
・本稼働前の職員研修の計画について、具体的に記載すること
・研修の対象、内容、実施時期を含め、研修に対する考え方を示すこと
・研修計画書、マニュアル等、必要なドキュメントの整備についての考え方を明確に示すこと

7.2 初期研修の実施内容
・初期研修の対象者、内容、実施方法を明確に示すこと
・初期研修実施にあたってのシステム、研修環境、端末準備等の役割分担を明確に示すこと

7.3 異動研修の実施内容
・職員異動に伴う研修について、内容、時期、実施方法を明確に示すこと
・研修実施にあたってのシステム、研修環境、端末準備等の役割分担を明確に示すこと

8章
仕様書記載事項以外において、実施内容、実現時期、及び価格が具体的であり、当市にとって有
効な提案を行うこと

8.1 オプション提案
・その他本調達や提案するシステム・サービスに関連し、当市にとって有意な提案や、事業者の
サービスに関する特徴があれば、詳細な内容・効果を含め具体的に示すこと。なお、将来的な拡
張機能がある場合は、いつ頃までに実装できるのか明記すること。

研修工程

オプション提案

運用・保守工程

構築工程


